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団体名 事業名 地域 

株式会社 VisFactory 小波地区の魅力を世界におすそ分けプロジェクト 松江市 

里山照らし隊 農村環境と自然資源で里山を照らす！ 雲南市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月のキーワード 

「役員」 

財団からのお知らせ 

 平成 30 年度第 1 回地域づくり応援助成事業 
事業化支援 

公開プレゼンテーション審査会 
8/23(木)14:00～16:20 
会場：松江テルサ 4 階大会議室（松江市朝日町 478-18）     

●プログラム（予定） 
14:00～14:50   プレゼンテーション（公開） 
14:50～15:00  休憩 
15:00～15:40  審査・採点・審議（非公開） 
15:50～16:20  結果発表・講評 （公開）  
16:20     閉会 

●申請団体一覧 

 

地域のために新たな事業展開を図る団体を応援する

「地域づくり応援助成事業」の公開審査会を開催し

ます。地域づくりに関心のある方、今後申請をお考

えの方など、どなたでもご覧いただけますので、ぜ

ひお立ち寄りください！ 

しまね田舎ツーリズム県内研修会 

入場無料 

出入り自由 

“農業・農村はかっこいい！”和歌の応募を受付中！ 
 

今月の和歌    旅先でも 野菜の育ち 気がかりで スマホで指令 飛ばす父あり    （岐阜県八百津町 細江隆一さん） 

                                                    第３回農業・農村はかっこいい！和歌募集 秀作作品 

※時間は多少前後する場合がございます。 

「アカモクの調理体験と天然記念物琴ヶ浜を歩くヘルスウォーク」 

 

しまね田舎ツーリズム県内研修会 

 

 

6 月 27 日（水）に、大田市仁摩町の琴ヶ浜にて、「アカモクの調理

体験と天然記念物琴ヶ浜を歩くヘルスウォーク」と題して、しまね田

舎ツーリズムの第 1 回県内研修会を行いました。 

当日は、鞆の銀蔵の代表の山根俊隆さんよりアカモクの調理指導を

して頂きました。琴ヶ浜の海に自生するアカモクは、これまで藻くず

として肥料や飼料に主に使われてきましたが、今、体に必要なミネラ

ルや豊富な栄養素を含む海藻として注目されています。そのアカモク

を採取し、健康食品として活用する取り組みなどを伺いました。 

後半は、一般社団法人島根おおだ健康ビューローの河行茜さんから

大田市のヘルスウォークについての取り組みや体験内容について伺

いました。その後、参加者にキュッキュッと鳴る琴ヶ浜でヘルスウォ

ークを体験して頂きました。参加者皆さんの課題共有や活発な意見交

換が行われました。 

※第 3 回目の県内研修会は、8 月 21 日(火)、漁家民泊 海宝丸にて 

「遊漁船と民泊」をテーマに開催を予定しています。  

 

 
しまね田舎ツーリズムポータルサイト「おいでよ！しまね」も是非ご覧ください。（http://www.oideyo-shimane.jp) 

▲アカモクの調理体験 

あなたの暮らし、ふるさとへの愛を、和歌にのせて伝えて下さい。 

＜募集締切日＞ 平成 30 年 9 月 20 日（木）（当日消印有効）   ＱＲコードはこちら☞ 

 

▲琴ヶ浜ヘルスウォーキング 

い な か ぐ ら し 



■締 切 日：平成 30年 7月 31日（火）必着  

■対   象：非営利の法人、団体 

■対象事業：社会福祉に関する民間の事業  

◎障がい者の福祉向上案件、難病案件、虐待防止案件 

◎明確な企画に基づく事業で具体的な計画をもつ等… 

■助成金額：総額 700万円以内 1件あたり 60万円（上限）  

●問合せ先：（一財）松翁会事務局社会福祉事業部助成係 

TEL：03-3201-3225  

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3841 

■締 切 日：平成 30年 7月 31 日（火）必着 

■対   象：国内に拠点を置き、自然・歴史環境の保全活用のために

活動や研究を行う非営利団体 

■対象事業：国内ならびに開発途上国の自然・歴史環境の保全活用に

かかわる活動や研究 

■助成金額：総額 1,500 万円程度 助成件数 30件程度 

●問合せ先：「公益信託 大成建設自然・歴史環境基金」事務局 

TEL：03-3274-9210 FAX：03-3274-9504 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3844 

■締 切 日：平成 30年 7月 31 日（火）当日消印有効 

■対   象：日本国内の非営利の団体、法人 

■対象事業：１)コミュニティー振興及びまちづくりに関する事業 

2)社会教育及び文化・スポーツに関する事業 

3）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

■助成金額：総額 1,500 万円程度(20～30件程度) 

●問合せ先：太陽グラントソントン税理士法人 

 TEL：03-5770-8822 FAX：03-5770-8820 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3849 

■締 切 日：平成 30年 8月 8日(水)当日必着  

■対   象：児童養護施設や里親家庭で生活し 2019 年 4月に大学

短期大学・専門学校への進学を希望している高校 3年生 

■助成内容：入学金(実費)及び学生応援金として年間 60万円支給 

①入学金：施設設備費・実習費などは含みません 

②学生応援金：卒業するまで毎年学費として年間60万円

(最大 240万円ただし 6 年制大学は 360万)を支給 

●問合せ先：朝日新聞厚生文化事業団 「進学応援金」係 

TEL：03-5540-7446 FAX：03-5565-1643  

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3871 

■締 切 日：平成 30年 8月 17 日(金)当日消印有効 

■対   象：高齢者を対象にした健康管理、増進、自立支援、生きがい

づくり等の活動に取り組んでいる民間非営利の団体等 

■対象活動：①高齢者を対象にした健康管理、増進、自立支援、生き

がいづくり等を行う活動②構成員だけでなく地域の高齢者

等の参加が可能な活動③日本国内で行う活動 

■助成金額：1団体あたり 12万円(上限)総額最大 500万円   

●問合せ先：生命保険協会広報部内「元気シニア応援活動」事務局 

TEL：03-3286-2643 FAX：03-3286-2730   

https://www.shimane-ikiiki.jp/events/3881 

 

■締 切 日：平成 30年 7月 31日（火）当日消印有効  

■対   象：社会福祉法人が運営する障害児支援施設 

※老人ホームは贈呈対象としておりません。過去 6 年間

に当財団から贈呈を受けた施設は対象外となります。 

■贈呈内容：◎標準タイプ電動車椅子（ジョイスティック操作型、時速

4.5km） 

◎1施設につき 1台 

●問合せ先：(公財)みずほ福祉助成財団事務局 

TEL：03-3596-5633 FAX：03-3597-2137 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3884 

【大田会場】 

■開催日時：平成 30年 8月 8日（水） 9:30～16:30 

■会   場：島根中央地域職業訓練センター 視聴覚室 

(大田市大田町大田イ 309-2) 

【松江会場】 

■開催日時：平成 30年 8月 7日（火） 9:30～16:30 

■会   場：松江市市民活動センタースティックビル 2F 202 

(松江市白潟本町 43) 

    

今月のキーワード 

「役員」  

助成金・イベント情報 

詳しい情報は「島根いきいき広場」で検索 https://www.shimane-ikiiki.jp 

YS市庭コミュニティー財団 
2018年度助成 

平成 30年度 
社会福祉助成 

 
 

サイト「島根いきいき広場」には助成金・イベント情報が盛りだくさん！  

一部を抜粋してお届けします。QR コードはこちら ☞ 

 
2018年度 
「電動車椅子贈呈事業」 

    2018年度 
大成建設自然・歴史環境基金 

2018年度  元気シニア 
応援団体に対する助成活動 

児童養護施設・里親家庭の 
高校生進学応援金 

平成 30年度 ＮＰＯ法人事務局セミナー    8月のテーマは“ＮＰＯ会計”です。 
『ＮＰＯ会計の基礎・決算事務』   講師：ＮＰＯ法人岡山ＮＰＯセンター 加藤 彰子氏 

■定   員：各会場 30名 ■申込締切：平成 30年 8月 1日（水） ■対象者：ＮＰＯ法人のスタッフ、ＮＰＯに興味関心のある方、 

                                                         ＮＰＯ事務力検定の受験、合格を目指している方等。 

●問合せ先：（公財）ふるさと島根定住財団 TEL：0852-28-0690 （吉留・八十・森山）  https://www.shimane-ikiiki.jp/events /3758 

 

TEL：03-5425-4201   

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3833 

 

講義の内容  「ＮＰＯ会計の基礎」9:30-12:30 日常的な会計事務、仕訳、記帳方法等の実務  

「決算事務」     13:30-16:30 決算処理の仕方を実際にワークをしながら覚えます。 

ヨシドメ ヤソ 

～次回 9月のテーマは「雇用・給与計算」 松江会場 9月 4日(火)・大田会場 9月 5日（水）に開催です。～ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

             

 

 全体

内認定

内仮認定

2

3

4

全体

内レベル２

しまね社会貢献基金登録団体数

県内ＮＰＯ法人数

だんだん認証レベル
取得団体数

1

5

新設ＮＰＯ法人数

解散ＮＰＯ法人数

主な活動 

 

 Facebook も日々更新中！ 

しまね県民活動支援センター（ふるさと島根定住財団）で 

検索してみてください♪ 

。 

 
『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え方や経験から活動に迫るコーナーです。スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

森林教室の様子 

 県内 NPO 情報 H30.6.30 現在  

里山で子どもの健全育成！ 

月 2,000人を集客する山奥のうど
んな店 

1981年 江津市出身 37歳。 

江津市内で保育士として勤務。 

「江津市ビジネスプランコンテスト」を

きっかけに森のようちえん活動を本

格的に開始。 

平成30年4月より特定非営利活動

法人里山子ども園わたぼうし園長。

家では 0 歳を始め 3 人の男の子の

父として子どもたちに囲まれる日々

を送る。 

 

[松江事務局]  

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： shimane@teiju.or.jp 

 [石見事務所] 

〒697-0034 浜田市相生町 1391-8 シティパルク 

浜田 2 階 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

発行元 

江津市中心部より車で１５分、小学校、

中学校もなくなった人口約４００人の跡

市地区に、里山子ども園わたぼうしが今

年４月に生まれた。 

最近では『森のようちえん』という言

葉を耳にする機会も増えてきたが、わた

ぼうしもその一つである。森のようちえ

ん活動とは、森をはじめとした自然環境

を活かし、その中で保育や活動をするこ

とによって、人として生きていく力（人

間力）を育むもの。現在０歳から６歳ま

で１４名がわたぼうしに通ってくる。午

前中は雨の日も風の日も子ども達は里山

に活動に出かける。 

盆子原さんは地元の高校を卒業後、一

度は就職のため県外へ。その後子どもの

頃からの夢を思い出し、改めて保育の道

を目指すことになる。専門学校卒業後は

地元の子ども園に就職。そこで保育に取

り組む中で『森のようちえん』という自

然を活かした教育方法を知った。自分の

住むこの地区には自然も多く、チャレン

ジしたい気持ちが芽生え、友人とともに

荒れた里山を整備し、子ども達が遊べる

ルートを作った。 

まずは単発イベントとして『森のよう

ちえん』を実施。予想外に反響が大きく、

その後毎月１回の実施を５、６年続ける

中で、毎日この活動を続けていくことを

考えるようになっていった。そんなとき

に江津市が実施している「ビジネスプラ

ンコンテスト」を知る。これが大きな転

機となり、その後の展開が加速し始める。 

 

（しまね県民活動支援センター） 

283 

6 

1 

0 

1 

61 

45 

32 

 

平成 29年特定非営利活動法人里山

子ども園わたぼうし設立。里山保育、自

然保育の一般化を目標に活動してい

る。 

平成 30年 4月に設立された「しまね自

然子育てネットワーク」の副会長も務め

る。これから活動は本格化していく。 

特定非営利活動法人 
里山子ども園わたぼうし  
園長 盆子原 拓 さん 

 

イベントの告知に！助成金

情報の収集に！！「島根い

きいき広場」をぜひご活用

ください。 

 

跡市地区の保育園の廃園危機を知
り、この地域に子どもが集う場所を残
したいという思いも重なり、団体を立
ち上げ、この子ども園が後を引き受け
た。「まだ活動は始まったばかり。周囲
の支えがなければ今に至れなかった。
地元の協力があってこそ」。地域の全面
的な協力も自分の力になった。 
４月から始まったばかりだが、毎日

の活動で子ども達はすっかり逞しく成
長し、親子参観日（わたぼうしでは山
に感謝する、山を感じるという意味を
込めて「山感日」と呼ぶ）では、親御
さんの方が先に疲れてしまう結果にな
ってしまったことも。 
子ども達の自主性を尊重し、毎日の

活動はその日の夕方の会で、全員が１
日を振り返り発表する。スタッフ達も
感心するほど上手に振り返りができる
ようになった。そして翌日の活動ルー
トを子ども達全員で決める。保育園は
預けられる場所だけではなく学びの場
でもあることを実現したかった。 
子どもは鏡、その姿こそが自分自身

を映し出しており、成長していく様子
を見守ることは大きなやりがいを感じ
る仕事である。「わたぼうしにくるのが
楽しい」と言ってくれて本当に嬉しか
った。この活動により多くの子が通園
を楽しみにしてくれることを願ってい
る。 
子ども達の元気な声が里山にひびく

この土地で「子育てに前向きな地区と
なり町全体で子供を育てる環境づくり
を目指していきたい」というのが今の
大きな目標である。     （S） 
 

▲山感日（さんかんび）の様子     ▲里山の毎日は発見の連続   
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